
保険のライフサイクルコスト



役員保険の役割

会社を守る
（事業保障）

家族を守る
（死亡退職金）

老後の夢を実現
（生存退職金）

相続
（納税・代償交付）

経営権
（自社株対策）

次世代への引き継ぎ
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必要となる
死亡保障額を予測

必要となる

積立分を予測



一生の必要資金と負担

現在から勇退まで 勇退時 相続時

会社を守る：事業保障

家族を守る：死亡退職金

勇退退職金：老後生活費＋相続税

相続＆事業承継：相続税＆代償分割



二つの比較

在職中 勇退後

終身 1億円（42歳加入）

終身 1億円（70歳加入）長期定期

解約後 現金

保険料：6800万円

保険料：9400万円

名義変更 保険で
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退職後、個人
保障に使え
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在任中事業保障 退任後個人保障

財務内容・役

員年齢・株価
から保険種類
を選択

勇退



実質負担＝払込保険料累計 −解約返戻金
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実質利益

実質負担

保障を得るため
の実質的な負担
は上記の差額分
と考えられます。

保障を得た上で
実質的な利益が
上記の差額分と
考えられます。

80

100100

120

どちらを
選びますか？

実際は
どうでしょう

解
約
返
戻
金

解約返戻金とは解約時に契
約者へ戻されるお金、事実
上の積立分
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節
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課
税 損?

保険料が損金の
場合は？

保険料が損金の
場合は

解約返戻金は
益金

説明に不完全さがあっ
たのではないか？

益金課税は了解され
ているのか？

今までの説明 本来の説明

実
質
解
約
返
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金



費用計上保険

• 赤字決算の回避（解約して含資産の益出し）
• 税繰延効果、税金を払う前に積立
–ただし返戻率100％が望ましい
–節税効果ない為

• 節税にはならない
–返戻金に課税される。
–返戻金に損金をぶつけても節税にはならない



欠損繰越

• 当期：赤字1億円
• 来期：黒字1億円 来期の税金は？

• 当期：赤字１億円 保険解約で１億円利益

–合わせて 当期 利益 ０円

• 来期：黒字１億円 来期の税金は？



生命保険の種類

満
期
保
険
金

定期 養老

長期定期 終身

経営者の
多くは左側
を選びます

は解約返戻金を
表示しています

保険料の費用
計上と関係
が？



以下 2021/09料率
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• 実質負担は毎年増加する
• 単純な保険料は安い



• 実質負担は毎年増加する
• 短期定期より実質負担は軽い
• 単純な保険料は高い

• 72歳超えたら終身保険より負担
が大きい

• S１億の累計保険料は終身64百
万、定期146百万



給与と退職金の実負担

給 与

企業・社保料 13%

個人・社保料 15%

個人・所得税 11%

手持資金 61%

退職金
100%

個人・所得税 4.4%

手持資金 95.6%

会社全負担
に対して

退職金は3000万円
給与は1000万円で計算

法定福利費

会
社
負
担
咆
咅
咅
％

• 個人年金を考えている場合は、給
与を受けて個人で加入する事なく。

• 法人で加入して勇退時名義変更す
る方が数段節税になる。

• 社会保険料は税金である。


